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Ⅰ．はじめに 

昨今、大都市への人口集中化が進み、核

家族化、少子化が顕著になった現代社会は、

子どもの育ちに必要な環境が減り、親にと

って子育てしにくい状況になっている。  

また、情報化社会の中でインターネット

等を中心とした育児情報の氾濫、情報過多

の状況では、人と比べて落ち込んだり、思

い悩んだり、余裕を失って間違った対応を

してしまったりと、育児不安はかえって大

きくなる傾向がある。定型発達をしている

子どもの育児でさえ大変な時代に、発達に

遅れのある子どもの育児は、より困難で大

変な状況であることは想像できる。  

 

障害児療育に詳しい小児科医宮田（2001）

は、「例えば、あやしても笑ってくれない、

抱いても泣き止まない、多動で親の制止が

効かない、叱ると逆にパニックになるなど

の失敗体験や裏切られ体験が積み重なり、

親の育児に対する自信のなさを増強させて

しまうのです。」（ 1）と述べている。親は自

分の関りに対する子どもの反応を見ながら、

子どもの気持ちを理解して育児の仕方を身

に付け、親として成長していくものである。

しかし、障害児を持つ親には、我が子の思

いもかけない行動が理解できず自分のせい

だと悩み、関わり方が上手くないからと落

ち込んでしまうことが多い。 

そのため、「親子関係の発達は、子どもの

社会性が育つための基盤となる重要な要素

なので、療育にとっては親が自信をもって

育児を進められるように援助することが大

切な課題となる。」（２）と、家族支援の必要

性を述べている。 

一方で、障害児と関わる支援者も全ての

子どもの内面を理解できているわけではな

く、日々の関りの中で障害児特有の常同行

動や自傷、他傷行為への対応やコミュニケ

ーション手段等を試行錯誤しながら、子ど

もの成長発達を保障するために奮闘してい

る現状である。 

 

筆者は「その子はなぜそのような行動を

するのか？」「なぜ、嫌がるのか？」その行

動の意味が分かれば、その子の思いに気付

き、適切な関わりができることで日常生活

が過ごしやすくなり、保護者も支援者もそ

の子が可愛く思えて育児にも積極的になる



のではないか、何よりその子どもが「毎日

が楽しい」と感じてその子なりのペースで

成長発達していくのではないかと考えた。 

今回、長年、障害児の心に寄り添った支

援を目指して障害児施設で取り組んできた

スヌーズレンの実践を通して、障害児の心

の内面に触れ、共に共感し心に寄り添う体

験をした施設職員、保護者の心の変化、関

わり方の変化などについて検証した。 

 

Ⅱ．スヌーズレンについて 

スヌーズレンは、オランダ語の『スヌッ

フレン（探索）』と『ドゥーズレン（うとう

とする、くつろぐ）』の 2 つの言葉からなる

造語で、「どんな人でも、ありのままの自分

が受け止められ、自分で選び、自分のペー

スで楽しむ人生の大切な時間である。重い

障害を持つ人は、感覚に直接訴える刺激を

通して外界を知り、楽しむことが多いので、

感覚を刺激するいろいろなものに注目して、

障害のある人の自発性とペースを大切にし

て活動し、支援者は体験を共有する。」（ 3）

と定義されている。 

スヌーズレンは、1970 年代半ばオランダ

の知的障害者の施設、ハルテンベルグセン

ターを中心に「特に重い知的障害のある

人々が自分の主体性を尊重されていると感

じられるサービスを提供しているだろう

か？」という、アド・フェルフール氏と若

いスタッフの素朴な疑問から始まった。 

当時の障害児者施設は、機能向上のため

の訓練主体で、家族から離され一日中訓練

計画に基づいた生活だった。その時の利用

者の表情は疲れ切り、ぼんやりと空を見つ

める目には生きる喜びが見いだせなかった

と述べている。 

いろいろな取り組みを重ねた結果、どん

なに障害が重い人たちでも楽しめるように、

光、音、におい、振動、温度、触覚の素材

等を組み合わせて感覚を重視した部屋が生

まれ、それは障害を持つ人のみならず、そ

の傍らにいる介助者にとっても心地いい空

間となった。 

スヌーズレンルームは、多すぎる刺激を

制限し整理して、利用者にとってわかりや

すい感覚刺激を提供するのに最適な空間で

ある。 

     スヌーズレンルーム 

 

しかし、スヌーズレンルームでなくても、

「環境」「利用者」「支援者」の３つの要素、

環境を整え、非指導的で利用者に同じ目線

で寄り添える人がいれば、工夫しだいでど

こでもスヌーズレンはできる。（４）  

           

Ⅲ．目的 

 スヌーズレン実施後の、障害児と関わる

施設職員や保護者の子どもに対する気持ち

の変化について検証する。  

 

 

      

         
           

      
              

            
       

      

            

 



Ⅳ．実施方法 

 2000 年～2020 年に筆者が勤務した児童

発達支援センターや医療型障害児入所施設

等で実施したスヌーズレン後の日誌等の記

録、気づきメモ、アンケート等を基に、障

害児と関わる施設職員、母子通園している

保護者から得た情報を分析し考察した。な

お、記録内容等に関しては個人情報保護の

観点から個人が特定できないように十分に

配慮し、一部の記述を利用者とした。 

 

Ⅴ．施設職員への取り組み  

１．スヌーズレン導入 

（実施方法） 

物的環境を整え、マンツーマンで利用者

に向き合うことから始めた。暗幕や衝立等

で部屋の一角を囲い、刺激を制限した空間

を作り、利用者の好きそうな物（視覚・聴

覚・触覚・嗅覚などの感覚で楽しめる物）

を使って反応を見ていき、以下の点に考慮

しながら実施した。  

 

・少人数（２～４人）のグループに分ける 

・職員は、利用者と１対１で関わる 

・活動、機器（感覚刺激）に対する反応を

見るようにする「引きつけられている」

「反応がない」「自然と避けている」「怖

がっている」等 

・いろいろな遊具を用意し、どのような感

覚の種類（視覚・聴覚・触覚・嗅覚・前

庭覚・固有覚）で反応しているか？別の

感覚では反応が異なるか？試してみる 

・利用者に共感し、一緒に楽しむことを心

掛ける 

・実施後は記録をとり、職員全員で情報を

共有し次に繋げる 

 

（考察） 

 刺激の整理された空間でじっくりと利用

者と向き合うことで、できないと思ってい

たことができたり、普段見られなかった利

用者の表情や反応がわかり、新たな一面を

発見する喜びがあった。また、職員全員で

記録を読み返すことで利用者理解につなが

っていった。 

ある利用者は、ボールバブルユニットの

泡がブクブク出ている時よりも、スイッチ

を切って泡がゆっくり消えていく時に笑顔

が見られた。ブクブクという音が消えた瞬

間に変化が起こることに気づき、早すぎて

追視できなかったボール玉をしっかりとら

えることができたのがうれしかったのかも

しれない。また、いつも目を閉じて眠って

いるように見えていた利用者が薄暗い空間

ではしっかりと目を開けてじっと光を見て

いる。そのうちに眉間のしわがとれ、表情

が緩んで声が出た。それは今まで私たちが

聞いたことのない低音のとてもいい声だっ

た。きっと、普段過ごしている部屋の照明

が明るすぎていつも緊張していたのだろう

と考えた。 

そして職員も日常の仕事から解放されゆ

ったりと利用者と関われたことで、少し穏

やかな気持ちになれたようだ。実施後の記

録を見ると、普段見逃しがちな視線や筋緊

張の変化等の記述が多くみられた。  

 

そこで、その後は、防音された暗室のス

ヌーズレンと日常場面に設定したスヌーズ

レンの２つのパターンで実践を積み重ねな

がら、スヌーズレンで気づいた利用者の好

みを日常場面に般化できないだろうか？ま

た、行事の中に取り入れられないだろう

か？と考えた。 

 

２．日常生活や行事への般化  

（実施方法） 

温水プール・エアートランポリン・散

歩・音楽・オイルマッサージ等の活動時

に、スヌーズレンで発見した利用者個々



の心地よいと感じる刺激を取り入れたり、

部屋の環境設定の中に音楽・色彩のはっ

きりしたモビール・風・香り・毛布等、

利用者にわかりやすい刺激を取り入れる

等して、しっかりと利用者に関わった。  

また、七夕会やクリスマス会で光の空

間を作り、プログラムに追われない利用

者のペースでゆっくり時間の流れる行事

に変化させた。 

   

    クリスマス会  

（考察） 

  スヌーズレンを日常活動の中に般化す

ることにより、日常のひとつひとつの動

きの中で、「この子は顔を優しく触れるほ

うが好きだから・・・」とか「大きな音

は苦手だけど、優しい音はリラックスで

きるから・・・」「明るい光は苦手だから

戸外へ出る時は日除けを・・・」等、職

員の利用者への関わり方が丁寧になり、

利用者理解が進んだことで支援の質が向

上したと感じた。また、以前の行事では、

バタバタと職員ばかりが忙しく動き回り

盛りだくさんの内容を用意したにもかか

わらず、利用者は眠っていたり終わった

頃には疲れた表情で笑顔もなくなったり

していたのだが、スヌーズレンを取り入

れてからは、ゆったりとした時間の中で

ひとりひとりの表情を見ることができて、

いろいろな内容が楽しめる行事になった。

後日、写真を見ても利用者をはじめ職員

も家族も参加者全員がいい表情だった。  

 

改めてスヌーズレンの効果を実感する  

日々だったが、一方で本当に利用者は楽

しんでいるのだろうか、職員の思い違い

ではないのだろうかと考え始めた。今ま

では記録は取っていたものの自分たちの

主観であり、一方的な見方しかできてい

ない。また、スヌーズレンという密室的

な実践の中では第三者に効果を伝えるこ

との難しさも感じていた。やはり、きち

んと評価をしてスヌーズレンの効果を表

す必要があると思ったが、既存の評価表

は、利用者の行動観察を元に評価するも

のなので、上手く体を動かせない利用者

には使いにくい。何かデータをとって効

果を証明できないかと考えた。  

                    

３．身体状態の変化をデータ化して分析 

（実施方法） 

利用者に負担のない評価方法を検討

し、心拍数や発汗状況の変化などをと

ってデータ化することにした。 

 利用者には、事前に個々に文書で了

承を取って実施した。スヌーズレンの

最初・最中・終了後にパルスオキシメ

ータで SPO２〔血中酸素飽和度〕や心拍

数を測定し、スヌーズレン中は、ての

ひらや足の裏にセンサーを装着し発汗

状況を測定した。また、発汗の状況は

同時にモニターにグラフ化されるよう

にした。 

 

（考察） 

 スヌーズレン中や終了後利用者がリ

ラックスし表情もよくなっているにも

かかわらず、SPO２や心拍数は大きな変

化はなかった。それ以上に姿勢やその

 



日の体調によって変化するほうが大き

く有用なデータは得られなかった。    

また、発汗作用は感度を上げればそ

れだけ誤作動することが多くなること、

随時モニターにデータが表示されるこ 

とで利用者と楽しむことより、モニタ

ーを気にすることが多くなり全くスヌ

ーズレンを楽しめなかった。利用者に

とっては迷惑このうえないこの方法は

迷わず中止することにした。そして、

この反省を踏まえて、記録を分析し利

用者と職員の二者関係を整理すること

で評価していけないかと考えた。  

 

 ４．実践記録フォーマット〔気づきメモ〕

を使った方法で分析  

（実施方法） 

・スヌーズレン実施後、実践記録フォー

マットに記録する  

・質的研究手法を用いて、実践プロセス

に含まれる因子を抽出する 

〔21 事例より 15 トピックスを選び、内

容を示す 66 ラベルを抽出〕 

・ラベルの類似性によって階層的にグル

ープ編成し、カテゴリの空間配置図を

作成  

・文章による解釈結果を得る 

 

 

 

（考察） 

スヌーズレン記録は６つのカテゴリ

に分けられた。 

〈１〉利用者を理解したい 

「何に関心があるの？」「好きなもの

は何？」「嫌なものは？」「見えている

の？」「聞こえているの？」「もっと知

りたい」等から利用者を理解するため

にスヌーズレンに取り組む姿勢が感

じられた。 

 

〈２〉いろいろ試してみる 

「なじみの物から」「前回と違う物を」

「もう一度」「ゆったりと繰り返す」

「どんな反応かな？止めてみる」「い

つものように」等からいろいろな方

法で試し、利用者の反応を観察しな

がら展開している様子がみられた。 

 

〈３〉試してみてわかったこと 

「動きのある光が見やすい」「強いほ

うがわかりやすい」「手に握るのが好

き」「強い光は嫌」「意外と楽しめた」

「びっくり」等から利用者の反応か

ら気付き、好きなことはどんどんや

ってみる姿がみられた。 

 

〈４〉試してみたけれどわからない 

一方で「無関心」「気持ち良いのか、

悪いのか」「なぜ？」「好きか、嫌い

かわからない」「うるさくないの？」
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      実践    メモカ ド 実施日 年 月 日 対象 名    名

対象  行動・対象  生じた変化 ど
（観察  た客観 事実）

    思 ・    生じた変化 ど
（    考え・判断・理由 ど主観 事実）

    行動
（具体  行動：客観 事実）

備考

トピ  １

３,大 く目を見開  左右 手を上下 
振 。

１,眠たそ  表情 Ａさん。せ かく来た 
だから起    ほ  。前回 反応が  た
足裏 圧を  みよ 。

４,前回同   圧 よ  目覚め 変化が 
 が こ は 持ちよ 反応  か判断つか 
 。   関わり よ  Ａさん 反応が り 
    持ちが んと く安心。手ごたえを 
じた。

２,Ａさん 足裏を 圧。

トピ  ２

トピ  ３



等から利用者の反応がわからないの

で困惑し、活動終了してしまう姿も

みられた。 

 

〈５〉支援者の気持ち 

「せっかくなのに」「今日は楽しんで」

「ちょっと嫌でもがんばってみて」 

「次こそは」「見えていてほしい」「私

を見て」「一緒に楽しもう」等から     

スヌーズレンの効果を求めてしまう職

員の気持ちが読み取れる。 

 

〈６〉相手と共感する 

「隣で同じように」「物よりかかわりの

方が」「刺激より傍にいる人に」等から      

一緒に感じたり、楽しんだりすること

の心地よさも感じている様子がみられ

た。 

 

この分析から、利用者の能力の変化

や機能アップを求めて指導者のペース

で進めがちな職員が、利用者と職員の

関係を見直す作業をする経過の中で自

分たちの関わり方を考える機会になり、

利用者の主体性を尊重した適切な関わ

りができるようになることで結果とし

て利用者が生き生きとした姿に変わっ

てくるということがわかった。そして、

それ以降も利用者理解が進み、個々に

持っている能力を活かした活動が展開

されるようになり、心が通い合う楽し

い時間が持てるようになった。 

 

５．職員アンケートからの分析 

（実施方法） 

スヌーズレンを実施したことのある

職員に①実施回数②あなたはスヌーズ

レンが好き？③子どもはスヌーズレン

が好き？④実施後あなたは何か変わっ

たか？⑤今後も実施したいか？の項目

についてアンケートを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（考察） 

  今回のアンケートは、スヌーズレン

を実践している施設の職員に実施し、

回答数は２２名であった。 

① 実施回数 

10 回以上が 68％で、施設全体で継続

して実施していることがわかる。回数

の少ない職員は就職後間もない新人職

員であり、今後回数を重ねていくこと

が予想される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② あなたはスヌーズレンが好き？ 

好きが 86％、嫌いは 0％、わからな

いが 14％で、回数を重ねるほど好きと

の回答が多くなる。自分自身もリラッ

クスできることで心に余裕が生まれ、

 

「      」ア ケ ト

①今ま         を何回実施 ま たか？ ○ 囲ん くださ 。

1回 ２回～５回 ５回～１０回 １０回以上

②  たは       が好   か？ 嫌   か？
好  嫌  わから  

そ 理由は ん  か？

③子ど たち    さんは      が好   か？ 嫌   か？
好  嫌  わから  

そ 理由は んだと思 ま か？

④      を体験     たは何か変わりま たか？

⑤  たはこ から       を実施 た と思 ま か？
は    え

※ご協力 りがと ござ ま た。

 



子どもとじっくりと関われる楽しさを

感じている。わからないと回答した職

員は自分がリラックスすることに慣れ

ておらず、これでいいのかわからない

様子。 

  

 

自由記述から 

〈１〉好きな理由 

・自分自身もスヌーズレンの空間にいる

と落ち着く 

・職員も一緒に穏やかな時間を過ごせる 

・普段見られない子どもの表情や反応が

見られる 

 ・子どもの好きなことを見つけ共有でき

ることがうれしい 

 ・子どもの穏やかな表情が見られる 

 ・子どもの反応が分かりやすい 

 ・子どもと関わることで理解が深まる 

 ・好きなことを知れるのはうれしい 

 ・子どもと 1 対 1 で個別に関わりいろい

ろな発見ができる 

 ・ゆったりと子どもに関われる 

 ・子どもと同じ目線でいろいろなことを

見ることができる 

 

〈２〉わからない 

 ・どのようにしたらいいのかわからない 

 ・子どもとどのように関わったらいいの

かわからない 

 ・こちらから何かしないと落ち着かない 

 

③ 子どもはスヌーズレンが好き？ 

 好きが 74％、嫌いは 15％、わからな

いが 11％であった。子どもの様子を見

て楽しそうであったり、普段見られな

い姿を見せたり、一緒に心が通じ合っ

た実感から好きそうだと判断する一方

で、自分は好きでも子どもによっては

嫌そうな反応をする子もあって、人そ

れぞれだと感じている職員もいた。嫌

であることがわかり、無理強いせずに

活動を中止することも子どもの心に寄

り添う支援に繋がっている。また、わ

からないと回答した職員は、好き嫌い

の判断の基準を見つけられずに迷いな

がら子どもと関わっていることがわか

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由記述から 

〈１〉好きだと思う理由 

 ・自分の好きな刺激が楽しめる 

  ・静かな暗い空間の中で目が見づらい

子どもも光を感じられ、雑音がない

ため音も感じやすい 

  ・子どもの好きなことやリラックスで

きるものを見つけた時、とても良い

表情をしている 

  ・好きなことを十分に体験できる 

  ・静かな空間の中で五感を十分に使っ

て楽しめる 

  ・笑顔の少ない子どもがニコニコした

 



り、リラックスしている姿が見られ

る 

  ・普段、落ち着かない子どもでも、リ

ラックスしてゆっくり過ごすことが

できる 

  ・いつもとは違う刺激が楽しかったり、

不思議に思って興味を持ったりする

姿が見られる 

  ・気持ちが良いから、緊張したり不安

になったりせず、好きなことを楽し

める 

  ・いつもより表情が穏やかになったり、

いつもと違う表情や反応が見られる 

  ・目をキラキラさせているような気が

する 

  ・落ち着ける空間、刺激が少なく好き

なことだけに集中できる  

  ・光などを視線で追いかけており、興

味があるような様子が見られる 

  ・日頃覚醒が低い子どもがしっかり目

を開けて表情も緩んでいる 

  ・筋緊張が緩む 

  ・主体的に楽しむ姿が見られる 

  ・心地よく過ごせる 

  ・信頼関係が深まる 

  

〈２〉嫌いだと思う理由 

・はっきりとしたくないという子もい

るので人それぞれだと思う 

  ・暗室が嫌な子がいる 

  ・好きな刺激がないと感じる子は苦手

だと思う 

〈３〉わからない 

・好きな子もあるが苦手な子もあると

思う。同じ空間であっても情報処理

能力に応じて環境のとらえ方に違い

があるため、その反応を好きととら

えるか苦手とするかの判断を自分が

してよいのかと思う

④ 実施後あなたは何か変わったか？ 

 ほとんどの職員が子どもの気持ちを

理解できるようになり、子どもが心地

よいと感じたり、興味を持ちそうな遊

びを提供しようとするようになってい

る。また、効果やスキルアップを求め

ず一緒に楽しもうとする関りが子ども

の心を開放し、普段見られない姿を見

せてくれることで、職員も喜びを感じ

ている。 

 

自由記述から 

・こちらから働きかけなくても子ども

の好き嫌いがわかるようになった 

・子どもと一体化し、より共感できる 

・子どもへの先入観をなくすことがで

きた 

・普段の遊びの工夫に役立てることが

できている 

・体験を共有することで子どもの思い

に近づけるようになった 

 ・子どもの反応をじっくり見て感じて、

少しでもどう寄り添えることができ

るのか考えるようになった 

・子どもと気持ちを共有する体験をし

て、子どもの気持ちを丁寧に感じ取

ろうとするようになった 

・子どもの気持ちを少し理解できるよ

うになった 

・子どもと一緒に同じ立場で楽しむと

いう楽しみ方を知った 

 ・子どもだけでなく、職員もリラック

スした状態で関わることで一緒に楽

しむことができるようになった 

・日々の生活の中でも子どもが何に注

目して過ごしているのか気にするよ

うになった 

・子どもと 1 対 1 で向き合って、好き

なこと興味のあることを一緒に楽し

む楽しさを知った 



・子どもへの関り方を通して、ゆっく

りあせることがなくなった 

・いろいろな角度から物事を考えるよ

うになった 

 ・スヌーズレンをしているときは嫌な

ことも忘れられる 

・感覚的なことの読み取りとそれに基

づいた支援を考えるようになった 

・リラックスして、深く呼吸ができる

ようになった 

 

⑤ 今後も実施したいか？ 

100％全員の職員が今後もスヌーズ

レンを取り入れていきたいと回答して

いる。施設の方針に従っているとも感

じるが、④の記述からもスヌーズレン

の実践を通して子どもへの理解が深ま

り、関わり方のヒントが得られたり、

子どもと楽しい時間を共有できたとい

う実感を得られたことがわかる。もっ

と子どものことを知りたい、興味のあ

る遊びを用意したい、一緒に楽しみた

いという思いが感じられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員のアンケートの結果から、スヌー

ズレンの回数を重ねるうちに、子どもの

行動をじっくり観察し、子どもの気持ち

がわかるようになった職員は、職員主体

の療育ではなく、子ども主体の遊びに寄

り添いながら適切な支援ができるように

なってきていることがわかる。そしてそ

れを、生活の中に取り入れて、少しでも

本人が過ごしやすい環境を用意しようと

工夫するようになっている。 

 

Ⅵ．保護者への取り組み 

１．母子保育への導入 

（実施方法） 

児童発達支援センターの母子通園日

にスヌーズレンを実施し、親子で遊ぶ

様子を職員が記録した。 

 

（考察） 

活動前に保護者には、子どもに指示

したり行動を禁止したりしないで一緒

に楽しんでほしいことを伝えてから実

施したが、子どもより先に遊具を見つ

けて提示したり、「これは何ですか？」

と言葉を教えようとしたり、「そうじゃ

ない、これはこうして遊ぶのよ」と自

分のやり方を押し付けたりと、懸命に

我が子に関わろうとする姿が多く見ら

れた。これは療育施設の保護者指導の

結果、「少しでも我が子の発達を促す関

りをしなければならない」と頑張る母

親像を顕著に表している。そして、知

らんふりしたり、嫌がって逃げて行っ

たり、寝てしまったりする我が子の反

応にガッカリする母親。そのうちに、

母親同士でおしゃべりが始まり、子ど

ものことは放置してしまう。 

しかし、そこから子どもたちが自分

の好きな刺激を思いきり楽しむ姿が見

られた。 

 

事例① 

絨毯の上に寝そべり腹ばいになって

手足を揺らしてニコニコしているＡ児。

そのうちに絨毯をパンパンと叩き出し

た。保育士がそばに行って様子を見て

いると、どうやら絨毯に映るミラーボ

 



ールの動く丸い光を見てパンパンと叩

いている様子。夢中になっているので、

保育士も同じように隣に寝そべってパ

ンパンと光を叩いていると、「あれ？」

と言うように保育士を見た。保育士も

Ａ児と目を合わせて「おもしろいねぇ」

と言うと、また、パンパンと光を叩き

出した。しばらくすると、Ａ児が保育

士の背中に乗ってきて保育士の背中に

映る光にタッチしだした。そして、そ

れは絨毯の時と違って、優しく保育士

が痛くないように叩いているように感

じた。二人の楽しそうな姿に気づいた

母親が「この子は人に触られるのが苦

手なのに、自分から背中に乗っていく

なんて・・・」と驚いた表情だった。 

Ａ児は人と関わりたくないのではな

く、人が近づいてくると強制的に何か

させられたり、自分の思いを聞いても

らえずにがっかりした経験の積み重ね

で、人と距離を取ろうとしているので

はないだろうか。保育士の背中を叩く

ときは力を加減するなど、相手のこと

を思う気持ちもしっかり育っていると

いうことを母親に伝えると、母親の表

情がパっと明るくなった。 

 

  事例② 

重症心身障害児のＢ児は、全身に筋

緊張があり手足を動かすことも、笑顔

を見せることも、呼吸をすることさえ

も難しい。母親はいつも反り返って抱

きにくい我が子を懸命に育てている。 

Ｂ児と一緒にスヌーズレンルームで

過ごした時、ゆったりとした音楽がか

かり母の声を聴きながら、手のひらを

マッサージして柔らかい布を触って遊

んでいると、今まで反応がなかったＢ

児の親指がピクッと動いた。「Ｂちゃん、

気持ちよかった？」「もう一回動かして」

と声をかけるとそれに答えるようにピ

クッ！と動いた。「この子はちゃんとわ

かっている」と母親はとてもうれしそ

うな表情になった。 

   刺激の多すぎる日常生活の中では、

筋緊張が強く、なかなか表出ができな

いＢ児も、スヌーズレンルームのよう

な環境の中でゆっくり関わってもらう

と筋緊張が落ちて、自分から親指を動

かすことができたと考えられる。この

日から、母親も今まで以上にＢ児を可

愛いと思い、育児にも意欲的になった。 

 

母子での体験を通して、スヌーズレ

ンは、非指示的で子どもの行動を否定

せず「何を感じているのか？」「何に興

味を持っているのか？」「何が楽しいの

か？」を観察しながら一緒にその行動

を楽しみ共感することで、子どもの気

持ちが理解でき、行動の意味が分かる

ようになるという効果が見られた。そ

のことによって、保護者は子どもが可

愛いと思い、今まで以上に子どもの力

を信頼して焦らず少し子どもの行動を

待ってから関われるようになっている。 

   

 ２．保護者アンケートからの分析 

（実施方法） 

実施後に、実際に体験した保護者に

アンケートをとった。 

 

（考察） 

アンケートを回収したところ 100％

の保護者が「スヌーズレンルームをま

た利用したい」と回答し、98％の保護

者が「子供もとても好んでいるようだ」

と回答した。 

 

自由記述から 

〈１〉自分自身がリラックス 



・気持ちがゆったりして、落ち着いた 

・何も考えず、ただくつろぐ時間を過ご

してリラックスできた 

・現実離れした感じで楽しい。スヌーズ

レンの後の時間を穏やかに過ごせた 

・リラックスできることの大切さがわか

った 

 

〈２〉子どもの姿からの気づき 

・苦手な刺激があると思い込んでいたが、

いつもいつもそうでないことがわかっ

た 

・自分の思いで好きな場所を見つけ、ゆ

っくり過ごしている 

・子どもの反応がわかりやすい 

・人それぞれの楽しみ方があると思った 

・普段見られない動きや、気づきが見ら

れ新しい発見ができる 

 

〈３〉子どもに寄り添う時間になった 

・子どもが好きな部屋だから私も落ち着

く 

・子どもに「何かをさせようとしなくて

いい時間」という発想が新鮮に感じた 

・子どもと一緒にゆったりする時間って

なかなかないので、うれしい 

・子どもに何かしなきゃ、しなきゃでは

なく、ゆっくりと時間を過ごすことも

大切なことだと思った 

・日々、時間に追われる生活で、こんな

にゆっくりじっくり子どもと向き合う

ことがなかったので、子どもの新たな

一面も発見することができてよかった 

・子どもが楽しんでいる様子が見られる

のがうれしい 

 

〈４〉今後に向けて 

・普段の生活の中に落ち着く空間を作っ

ていこうと思った 

・何かをできるようになること、上手に

なることにとらわれず、楽しむ時間を

大切にしようと思った 

 

保護者アンケートから、スヌーズレ

ンルームで子どもの気持ちに寄り添い

非指導的に関わることで、子どもの本

来持っている力に気づき、保護者の関

り方が変わることで、子どもは主体的

に自信を持って成長していく可能性が

感じられる。また、保護者もゆったり

とリラックスして子どもと接すること

で、お互いに心地よい時間になってい

る。そして、何より我が子の行動の意

味が分かったことで、子どもの気持ち

を受け入れられるようになり、関わり

方にも変化が見られた。 

 

Ⅶ．結果 

 障害児の支援に関わる職員は、日々、

子どもの成長、発達を願って様々な取

り組みをし、ひとつ課題を達成したら

次の課題へと熱心に指導している。ま

た、保護者も我が子のために、毎日の

生活の中で専門職と言われる職員から

指導されたことを一生懸命頑張ってい

る。そして、思うように結果が出ない

時に、他の子と比べて落ち込んだり、

我が子が可愛く思えなくなり育児に消

極的になったりする。 

 

 スヌーズレンは、何も口出さずに子

どものしたいことに寄り添って一緒に

楽しむ活動で、まず、じっくりと子ど

もの行動を見ることから始めなければ

ならない。これが、療育に熱心な人ほ

ど難しいということがわかった。しか

し、何回か体験するうちに、子どもの

気持ちがわかるようになり、「そうだっ

たのね」と子どもへの理解が深まり、

一緒に楽しさを共感できるようになっ



ていった。 

また、今まで何の反応もなくコミュ

ニケーションの難しかった子どもとス

ヌーズレンで楽しい時間の共有ができ

たことから、気持ちを察することがで

きるようになり、心地よい丁寧な関わ

りに繋がった。そして、同じ生命の尊

さと個性の違いの認め合うことでその

子を大切に思うと共に、自分らしく生

きることの大切さを実感している。 

 

スヌーズレンルームのようなリラック

スできる非日常の空間は、障害のない職

員や保護者にも心地よく、共にゆったり

と過ごす場になり、特に保護者にとって

は、療育から解放されリフレッシュでき

る時間になっている。 

そして何より、利用している子どもが

制止されることなく、目を輝かせて満足

するまで集中して楽しんでいる姿が見ら

れ、実施後は心身共に落ち着いて日常の

生活にスムーズに入っていけるというこ

とがわかった。 

 

 Ⅷ．まとめ 

 スヌーズレンは、整えられた環境の中

で、利用者が自分で選び、自分のペース

で楽しむことを大切にしている。そして

彼らの得意とする感覚を中心とした活動

の中で、支援者が体験を共有し、共感す

ることで、利用者は安心して本来の力を

発揮する。その能力の発見の場でもあり、

一緒に喜びや楽しみを分かち合い仲良く

なれる場でもある。 

 

  本研究では、日々、療育に頑張ってい

る職員、保護者、そしてなにより当事者

である障害児にとって、少し肩の力を抜

きリフレッシュできる時間を持つことの

必要性を認識した。そして本来持ってい

る子ども能力を理解し、適切な支援に繋

げることで子どもの発達を促し、その結

果として育児不安を抱えている保護者の

大きな支えになるのではないかと確信し

た。 

 

 今後もスヌーズレンの活動を通して、

子育てに頑張っているすべての人が、子

どもに寄り添い一緒に成長していけるこ

とを期待したい。 
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